
 

 

研究に関するお知らせ 

心不全の発症・重症化の高精度予測とそれに基づく最適な治療法の開発のための 

心不全レジストリに関する研究 

 

東邦大学医療センター大橋病院 循環器内科では、以下にご説明する研究を実施してい

ます。本研究は、心不全の発症や重症化の予測法を開発することを目的とし、東邦大学医療

センター大橋病院循環器内科に心不全で入院されている患者さんで、通常診療の際に採血

を必要とする方、約１００名を対象として行います。この研究は、東邦大学医学部倫理委員

会の審査を経て承認を得ています(H19017）。 

■研究の概要 

【意義・目的】 

 心不全という病気は心機能障害により引き起こされる疾患です。原因は高血圧、糖尿病、

虚血性心疾患、心筋症などと言われており、主な症状としては、息切れ、全身倦怠感などが

現れます。心不全の治療法としては、主に薬物治療や非薬物治療を用いられますが、5年で

約半数の患者さんが死亡し、重症例では 2 年で約半数の患者さんが死亡すると言われてい

ます。効率的な予防・治療法の開発のためには、心不全の発症や重症化を予測することが重

要です。しかしながら、我が国の心不全患者さんの心不全の発症や重症化の予測法について

は開発されていません。そこで、今回循環器内科では、心不全の発症や重症化の予測法を開

発することを目的として、本研究の協力施設として研究に参加しました。本研究を行うこと

で最適な効果的かつ効率的な心不全の治療方法が明らかになり心不全医療の質が向上する

ことが期待されます。 

■研究の対象となる方 

2019 年 9 月～2022 年 9 月までの期間で当センター循環器内科に入院される方で、通常診

療の際に採血を必要とする方、年齢が 20 歳以上の心不全と診断された方を対象とします。

ただし、その他の合併症や治療経過により、担当医師が不適切と判断した方は除きます。 

■この研究の方法について 

この研究への参加に同意いただきましたら、カルテより診療情報を取得します。また、通常

診療での採血 20ml に追加して、研究用の血液を 20ml 余分に採血させていただきます。測

定結果と取得した情報の関係性を分析し、心不全発症および重症化の予測因子を解明しま

す。また、質問票によるアンケートを行います。なお、予後調査として、あなたの健康状態

の確認のため電話にて問い合わせをすることがあります。診療情報使用に際しては政府が

定めた倫理指針に則って個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、個人が特定

されない形で行います。 

■お問い合わせ先 

  東邦大学医療センター大橋病院  

循環器内科 助教 矢崎義行 03-3468-1251 


